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１ 地域高規格道路
『松本糸魚川連絡道路』

について



○ 高規格幹線道路(高速道路)を補完する役割

○ 概ね60km/h以上のサービス速度※を確保

◆道路の種類とサービス速度

（参考）国県道における現況のサービス速度※

・柏矢町田沢(停)線 約32km/h
・有明大町線（高瀬川右岸道路） 約49km/h

例１）全て立体交差

１－１ 地域高規格道路について

国道147号(松本市～大町市) 約36km/h※

◆地域高規格道路のイメージ例

地域高規格道路 概ね60km/h以上

高規格幹線道路（高速道路） 80～100km/h

※サービス速度：信号停止等も含めた実際の平均走行速度
（国県道におけるサービス速度は、H22道路交通センサスによる）

例２）主要な交差点を立体化

※サービス速度

：信号停止や渋滞等も含めた実際の平均走行速度

※H27全国道路・街路交通情勢調査（旅行速度調査）より



［参考］地域高規格道路の事例

山間部のためアクセス制限不要

全て立体交差（郊外等） 全て立体交差（市街地等）

主要交差点のみ立体交差

新山梨環状道路（山梨県道等）
山梨県HPより

伊那木曽連絡道路（国道361号）候補路線：長野環状道路（国道19号等）

上信自動車道（国道145号等）
群馬県HPより



１－２ 松本糸魚川連絡道路について

【経過】

◦平成 6年 候補路線に指定（全線）

◦平成10年 計画路線に指定（全線）

H20長野県が県内全線の整備方針案を公表

↓

バイパス案を含め、更なる調査・検討を行う区間

○松本市～糸魚川市間の延長約100kmを結ぶ交流促進型の道路

○松本～大町～糸魚川の生活圏を連絡し、広域的な交流・連携に資する



１－３ 大町市街地の検討範囲(起点･終点)

起点：

現道活用区間の

北端付近

終点：

現道活用区間の

南端付近
※概ねの目印として表記したもので、位置を特定したものではありません。

※検討にあたっては、現道活用区間との整合を図る必要があるため、

起終点の位置がずれる場合もあります。



・太平洋と日本海を結ぶ、多重的道路ネットワークに位置付けています

１－４ 長野県新総合交通ビジョン（平成25年3月）

松本糸魚川

連絡道路



１－５ 本州中央部広域交流圏の結節機能強化に
向けた今後の方針（平成27年12月）

｢新幹線との円滑なアクセスの確保｣

｢県内主要都市との円滑な移動の確保｣

松本糸魚川連絡道路は

長野県の将来の交通の南北軸を構成する主要な幹線道路

災害に強い

道路網の構築
神城断層地震の

経験等を踏まえ

沿線地域の

産業・観光振興
北陸新幹線経由の

西方面からの玄関口等



２ 概略計画の進め方
(検討プロセス)について



構想段階における道路計画策定プロセスガイドライン（H25.6国土交通省道路局）

２－１ 計画全体の進め方

今 回



①複数ルート帯から、最適ルート帯を絞る①複数ルート帯から、最適ルート帯を絞る

２－２ 構想段階（概略計画）の進め方

第１段階 検討の進め方と課題共有等（STEP1･2）H30春

以降→

第２段階 複数案設定と評価項目設定等（STEP3）

第３段階 複数案の比較評価と対応方針決定（STEP4･5）

②最適ルート帯内で、細いルート帯(100～200m程度)に絞る②最適ルート帯内で、細いルート帯(100～200m程度)に絞る

③都市計画マスタープラン更新への反映

（参考：現マスタープランは検討～策定まで1年数か月）

③都市計画マスタープラン更新への反映

（参考：現マスタープランは検討～策定まで1年数か月）

（最適ルート帯内で、上記①第２～３段階を実施）

概略計画の決定

【詳細計画段階】都市計画道路決定を目指し、詳細計画を検討【詳細計画段階】都市計画道路決定を目指し、詳細計画を検討



研修会、意見交換会の対象の考え方

今回の概略計画の進め方は、大町市都市計画マスター

プランの「進行管理」と考えており、広域的な観点

から課題等について意見を交わしたいため、まずは、

元大町市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定委員会の委員や

構成団体、自治会代表者等を中心に実施

「①第１段階」で基本的な方向性が定まった後、

「①第２段階」で、広く市民の皆様とより詳細な

意見交換等を実施



３ 課題と計画目標について



３－１ 求められている役割（目標）

地域がめざす将来像からの確認



（１）長野県が策定した計画等

大北圏域都市計画マスタープラン

都市計画の目標（抜粋）

【圏域の基本方針】
●安全性、環境面、防災面に配慮した幹線道路や大都市、圏

域外との交流ルートの機能を強化する

●良好な沿道景観の形成に関する広域的な取組を推進

【圏域の将来の都市構造】主要幹線軸
●市街地の活性化、圏域内の生活の利便性の向上、商工業、

観光等の産業の発展及び災害や救急医療等非常時における緊

急輸送路の確保等に配慮した道路ネットワークの形成を図る

ため『地域高規格道路松本糸魚川連絡道路』などの圏域間を

広域的に結ぶ主要幹線軸の機能強化を図る。

大町都市計画区域マスタープラン

交通体系の整備の方針（抜粋）

本区域では、大北圏域の中核都市と
して、圏域間及び県外からの交通や物
流の円滑化のため、南北及び東西の広
域的な移動の軸について質の高い道路
による強化を図る。
災害時において、主要幹線道路は広
域的な避難路や緊急輸送路として、地
域の防災性を高める道路網の整備を図
る。

長野県次期総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

地域編：北アルプス地域（抜粋）

【地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備】
北アルプス地域と松本地域や糸魚川地域とを結ぶ地域高規格道路の調査検討・整備を進め、
地域経済の活性化と地域住民の利便性の向上をめざします。
高速交通ネットワークの空白地帯であり、高速道路へのアクセス性が低いことが、企業誘致
や観光誘客、重篤患者の救急搬送の上で課題となっています。



大町市 第５次総合計画

基本構想・基本計画

【暮らしやすい都市基盤の整備】

市民生活や産業、経済活動の基盤となるストック効果の

高い交通環境の整備

大北地域から松本地域への所要時間の大幅な短縮を図り

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備促進

大町市 都市計画マスタープラン

基本方針

災害に強いまちづくりの推進

日常の救急搬送や災害時において、

信頼性の高い緊急輸送路の確保
産業を支え交流を促進する骨格軸の形成

松本糸魚川連絡道路や国・県道および

都市計画道路等の幹線道路網整備の促進

道路・交通の整備方針

広域交通網の整備促進

松本糸魚川連絡道路と関連道路・施設の検討

・整備の促進

集約型都市構造を支える幹線道路網の構築

◆大町市の計画における位置付け ◆大町市の将来都市構造図

※図で示した松本糸魚川連絡道
路の市 街地を通過するルート
は、本ＭＰにおいて大町市が
考える最適なルートとして想定
したものです。

出典：H26.3

大町市都市計画マスタープラン

集約型都市構造における人口誘導、
集積のイメージ

（２）大町市が策定した計画等



（３）求められる役割（目標）
県
5計

圏域
MP

区域
MP

市
5計

市
MP 計画への記載事項 役割（目標）

● 防災性に配慮した幹線道路

災害に強い道路● 災害等非常時における緊急輸送路の確保

● 信頼性の高い緊急輸送路の確保

● 地域住民の利便性の向上

交通の円滑化

● 大都市、圏域外との交流ルート

● 圏域内の生活の利便性向上

● 圏域間を広域的に結ぶ

● 圏域間及び県外からの交通の円滑化

● 松本地域への所要時間の大幅な短縮

● 地域経済の活性化

地域活性化
(産業･観光等)

● 高速道路へのアクセス性の低さ⇒企業誘致･観光誘客の課題

● 市街地の活性化

● 商工業、観光等の産業の発展

● 圏域間及び県外からの物流の円滑化

● 市民生活や産業、経済活動の基盤となるストック効果の高い交通環境

● 産業を支え交流を促進

● 高速道路へのアクセス性の低さ⇒重篤患者の救急搬送の課題

安全な暮らしの
確保

● 安全性に配慮した幹線道路

● 救急医療時における緊急輸送路の確保

● 地域の防災性を高める道路網(広域的な避難路や緊急輸送路)

● 環境面に配慮した幹線道路
環境･景観の保全

● 良好な沿道景観の形成



３－２ 地域の現状と課題

大町市街地区間検討範囲において

図における凡例
概ねの検討範囲

概ねの起点範囲 概ねの終点範囲
※概ねの目印として表記したもので、位置を特定したものではありません。



上位計画での
主な記載事項

地域の現状と課題 原因等

防
災

災
害

・地域防災性を
高める道路網

・災害等非常時に
おける緊急輸送路
の確保

・信頼性の高い
緊急輸送路の確保

様々な危険箇所が
あることによる
災害時のリスク

地形条件

道
路

交
通

・圏域間及び県外か
らの交通の円滑化

・生活の利便性向上

交通の集中による
速度低下

通過交通の混在
信号交差点の連続

事
故

ー 交通事故が多発
通過交通の混在
信号交差点の連続

地
域

観
光

・商工業、観光等の
産業の発展

・産業を支え交流を
促進

・物流の円滑化
・市街地の活性化

観光業への影響
広域的な周遊ﾙｰﾄが
確保されていない

物
流

製造業への影響
信頼性の高い広域
交通網が確保され
ていない

医
療

救急医療時における
緊急輸送路の確保

高次医療施設が少
なく、松本地域と
の医療の連携が
必要

走行性が悪い

環
境

環境面に配慮
良好な沿道景観形成

雄大な北アルプス
がそびえ水と緑が
豊かな地域

(今後の検討時に
配慮が必要)

（１）目標(案)と課題の対応整理

道路計画の目標案

１災害に強い道路

２交通の円滑化

４安全な暮らし

の確保

3 地域活性化

（産業･観光等）

５ 環境･景観の保全

(2)

～

(6)

(7)

～

(8)

(9)

(9)

(11)

(12)

(13)

～

(17)

課題

№



（２）地形（地すべり地形分布）

起点

終点

出典：防災科学技術研究所ＨＰ

東山には、後方滑落崖があり、移動体の輪郭
が明瞭な地すべり地形が分布しています。



（３）土砂災害防止法 指定状況

終点

起点

出典：長野県統合ＧＩＳ

山沿いには、土石流危険渓流や地すべり危険箇所があり、

多くの沢が土砂災害危険区域等に指定されています。



（４）浸水想定区域

出典：大町市ガイドマップ

浸  水  想  定  区  域

5.0m以上 2.0～5.0m未満 1.0～2.0m未満 0.5～1.0m未満 0.5m未満

高瀬川と鹿島川の合流付近や農具川沿いには、

浸水想定区域が広がっています。

起点

終点



(３)(４)土砂災害防止法・浸水想定区域

起点
終点

出典：大町市ガイドマップ

土砂災害危険区域と浸水想定区域を

重ねて表示しますと、山沿いに防災上の

危険箇所が分布しています。



（５）糸魚川静岡構造線断層帯の地震(北側)

想定震度分布

糸魚川静岡構造線断層帯(北側)の地震を想定した場合

西山より東山に、大きな震度の揺れが想定されます。

出典：第３次長野県地震被害想定調査報告書

大町市街地区間



（６）大町市ゆれやすさマップ

出典：大町市の地震動と地盤の相関に関する調査の報告書

起点

終点

仁科三湖周辺や盆地東部の段丘上は

地盤の特性から、地震時にゆれやすい可能性があります。

若一王子
神社



（７）現況交通量

国道は 約5,000～11,000台/12h、

東側市道は 約4,000台/12h、

西側市道は 約5,000～7,000台/12h が通行しています。

細字：H27全国道路・街路交通情勢調査

太字：H28～29調査値

（カッコ）内は24時間交通量

6,632台

（8,031台/日）

8,417台

◆12時間交通量で表示

5,456台

6,223台

3,999台

（4,744台/日）

6,697台

（7,815台/日）

9,793台

8,233台

6,039台

（7,256台/日）

3,441台

（4,032台/日）

5,195台

11,419台

（13,425台/日）

～
～
～
～

7,941台



現状・課題 大町市街地部(特に交差点)で速度低下が発生

◆現道における速度低下
凡 例

速度低下

30- km/h

20- 30 km/h

10- 20 km/h

- 10 km/h

※速度低下：60km/h（目標速度）－年平均旅行速度km/h（民間プローブデータ、H28.4～H29.3）

（８）国道における速度低下
※冬期の速度低下も有



資料：ITARDAデータ（H22-H25）をもとに作成

※死傷事故率：自動車の走行距離の総和あたりの

死傷事故発生件数

◆国道147号、148号と大町市街地の交通事故の状況

効

特に大町市街地において死傷事故が多発現状・課題

【大町市街地拡大図】

凡 例

死傷事故率(H16-26)
単位：件/億台km

300-
100-300
-100

【国道の主な事故要因】

南借馬交差点

大黒町交差点

南原町交差点

旭町交差点

上一北交差点

国道147号,148号：大町市街地区間
（南借馬交差点～上一北交差点）

上
一
北
交
差
点

主な事故要因のグラフ区間

147
148

147

148

（９）国道における交通事故

歩行者事故

自転車事故

車両相互
(正面衝突)

車両相互
(追突)

車両相互
(出会い頭)

車両相互
(右折)

車両相互
(左折)

車両相互
(その他)

車両単独

大町市街地では、特に交差点の死傷事故率
が高く、追突事故が主な事故原因を占めて
います。



◆観光地別入込客数

■大町市は黒部ダム･立山黒部ｱﾙﾍﾟﾝﾙｰﾄなど全国的に知名度が高い観光資源に恵まれている

■市内への観光客数が横ばいまたは減少傾向であるものの、外国人観光客の割合は増加
現状・課題

◆大北地域の観光客数の推移
○大町温泉郷（大町市）

5,958 5,169

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

利
用
者
数
（
百
人
）

○黒部ダム（大町市）

11,517 10,398 10,208 10,094

0
5,000

10,000
15,000
20,000
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○仁科三湖（大町市）

10,890 10,239 8,425 7,087
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平成21年から集計

資料：平成27年観光地利用者統計調査結果(長野県観光部山岳高原観光課)

減少傾向

年
平成

年
平成

年
平成

（10）観 光

出典：北アルプス国際芸術祭経済効果分析調査業務(H29.10)

Ｈ27 H28 H29

入込人数(人) 997,000 922,000 929,000

国内入込割合
(%) 78.4 73.8 71.7

訪日入込割合
(%) 21.6 26.2 28.3

○立山黒部ｱﾙﾍﾟﾝﾙｰﾄ

出典：大町市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ(H26.3)

資料：営業概況(立山黒部貫光株式会社)

◆国際芸術祭来場者における交通手段

大町市までの交通手段は、いずれの
居住地においても「マイカー」が
最も多かった（図表10）。しかし、
県外居住者については「鉄道」が
26.9％と３割近くを占めている。

鉄道を含む高速交通ﾈｯﾄﾜｰｸの
空白地帯である大町市の観光
誘客にとって、圏域間を広域的
に結ぶ主要幹線軸の機能強化は
重要。
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[参考]

現状・課題 ■大町市内の製造業事業所数は年々減少傾向にある

■高速道路ICからの距離があり、道路事情が悪い

◆大町市内の製造業事業所数の推移

◆製造品出荷額とＩＣからの距離

資料:大町市統計要覧
（産業大分類別事業所数）

資料:平成26年度工業統計
（経済産業省）

173 149 142 126 112 111
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（箇所） 減少傾向

遠近

（11）物 流

◆工場立地とICの関係(全国)

資料：工業立地動向調査H27（経済産業省）

参 考

近



＜搬送に国道１４７号・１４８号を利用＞

・救急搬送の場合、搬送先は信州大学医学部付属病院や慈泉会相澤病院が
多い。

・国道148号や国道147号を利用して松本市まで搬送する。

＜救命率の向上に期待＞

・県立こども病院は、県内唯一の周産期母子医療ｾセンターであり、
周産期搬送は一般の救急搬送よりも危険度が高く、道路整備と
救命率向上の関係性は大きい。

・ドクターヘリは天候に左右されやすく、常時使えるわけではないため、
高規格道路の整備によって道路の凸凹が減ることで、搬送中の治療が
安定し、救命率の向上が期待できる。

資料：Ｈ25.1.北アルプス広域消防本部へのヒアリング調査

◆ヒアリング調査結果

資料：Ｈ25.1.県立こども病院へのヒアリング調査

現状・課題

◆大北地域周辺の高次医療機関の分布

凡 例

三次救急医療機関

二次救急医療機関

消防本部

消防署

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

市立大町総合病院

北アルプス医療センターあづみ病院

148

147

北アルプス広域消防本部

救急医療施設は、
松本市に多く立地

Ｈ
Ｈ

Ｈ
県立こども病院

（周産期母子医療センター）

信州大学医学部付属病院

慈泉会相澤病院

大北地域は高次医療施設が少なく、松本地域との医療の連携が必要

（12）救急医療施設へのアクセス性

三次：救命
救急医療

二次：入院
治療を要す
る救急医療

出典：長野県地域医療構想(H29.3)

急性心筋梗塞の入院
は75％程度、2次救
急は20％弱の割合
で松本区域へ依存

大町市～信州大学医学部
付属病院の所要時間

約６５分
(H22センサス旅行速度)



（13）土地利用状況

出典：第3次大町市国土利用計画

中央に宅地、周辺を農地、東西に森林があり、
検討範囲を高瀬川と農具川が流下しています。

終点

起点



（14）土地利用計画

凡例：

用途地域

農振農用地

中央は都市計画法の用途地域、

周辺農地は農地法の農振農用地に

指定されています。

起点

終点



（15）天然記念物

起点
終点

出典：大町市ＨＰ

トキ標本

高瀬川の
基盤岩

ｶﾜｼﾝｼﾞｭ
ｶﾞｲ

高根町

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ
若一王子
神社

仏崎

アカマツ

トキ標本

大黒町
ｼﾀﾞﾚｻﾞｸﾗ

三日町
ヒノキ

ｵﾊﾂｷｲﾁｮｳ

ルートにより配慮が必要となります。

一本木

カシワ



（16）文化財

若一王子
神社

霊松寺
山門

大黒町
舞台

天正寺

埋蔵文化財も含め、

ルートにより配慮が必要となります。

起点

終点

鉄製鰐口

文書禁制札

文書

文献史料

像

像
大黒天像

像

像

文書 文書

新郷１号
古墳

絵馬

出典：大町市ＨＰ



（17）沿道環境（騒音･振動）

観測日：H29.5.16～5.17

全箇所において、要請限度を下回っている

※参考表示
（法規制対象区域外の為）

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間
等価騒音レベル（dB(A)) 75 70 68 62 67 61 67 61

70 65 30 30
65 60 30 30

自動車交通量（台/12ｈ） 12,509 9,793 5,456

振動レベル（dB)

【参考】
要請限度

国道147号
高瀬上橋南

国道147号
市街地

国道148号
木崎湖付近

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間
等価騒音レベル（dB(A)) 75 70 65 62 64 61
自動車交通量（台/12ｈ） 5,195 3,782

【参考】
要請限度

西側市道
運動公園付近

東側市道
合庁付近



４ 今後の予定



４－１ 概略計画の方向性(案)

道路交通や大町市街地の現状と課題を解消するとともに、

地域の将来像を踏まえて、道路計画の目標案を以下のとおり設定

道路計画の目標(案)

１ 災害に強い道路 ：信頼性が高いルートの確保
２ 交通の円滑化 ：交通混雑の緩和、サービス速度を確保
３ 地域活性化（産業･観光等）

：高速道路ICまでの走行時間短縮と定時性の向上
交流促進、地域活性化の支援

４ 安全な暮らしの確保 ：高次救急医療機関への速達性向上
５ 環境･景観の保全 ：環境への配慮と良好な景観形成

複数ルート帯の比較検討を行い、概略計画をまとめる

大町市街地区間について



４－２ 意見交換会の予定

「①第１段階：検討プロセスの明確化と課題共有等」
■開催時期

H30.4～

■対象者

自治会代表者、元大町市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定委員や構成団体
等を中心

■説明内容

本日と同内容を予定

■ご意見をいただきたい項目

進め方全般について

地域課題の過不足

道路計画目標(案)の妥当性

検討時に配慮すべき事項 など


